














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表１　社会人ゲストの職業 表１ 社会人ゲストの職業 
Ａ 弁護士 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































主体的に動くことに喜びを持って未来を切り開い いくキャリア意識形成のためには、大学 初年次にこそ「心を動かす」内容の授業や活動が大事である を確認できた取組であったと考える。
なお、本稿は、平成
27年度、平成
28年度札幌大学研究助成（共同研究）による成果である。
（一九）
瀧元誠樹・尾田智彦・佐藤美希・本田優子・百井悦子・今井紀明
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注及び引用文献（
1） 
中
央
教
育
審
議
会『
学
士
課
程
教
育
の
構
築
に
向
け
て（
答
申
）』
２
０
０
８
年
 http://w
w
w
.m
ext.go.jp/com
ponent/b_m
enu/shingi/toushin/__icsF
iles/aﬁeldﬁ
le/2008/12/26/1217067_001.pdf
（
2） 
藤原武弘
 『人間関係のゲーミング・シミュレーション
 ―共生への道を模索する―』北大路書房
 ２００７年
（
3） 
経済産業省
http://w
w
w
.m
eti.go.jp/policy/kisoryoku/
（
4） 『まなぶ＠朝日新聞』
 http://m
anabu.asahi.com
/w
orksheet/
（
5） 
初
年
次
教
育
と
は、
「
高
等
学
校
か
ら
大
学
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
り、
大
学
で
の
学
問
的・
社
会
的
な
諸
条
件
を
成
功
さ
せ
る
べ
く、
主
と
し
て
大
学
新
入
生
を
対
象
に
作
ら
れ
た
総
合
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
さ
れ
て
い
る。
初
年
次
教
育
を
実
施
す
る
大
学
は、
平
成
27年
度
に
お
い
て
は
７
２
１
大
学（
96.6%
）
に
の
ぼ
り、
初
年
次
教
育
の
具
体
的
内
容
と
し
て
文部科学省は
11項目の実施率の推移を測っている。そのうちの
3項目
「レポート
・
論文の書き方などの文章作法」
、「ノートの取り方」
、「プレゼンテーショ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
の
口
頭
発
表
の
技
法
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
も、
日
本
語
の
運
用
能
力
を
1学
群
13専
攻
共
通
の
基
本
的
に
身
に
つ
け
る
べ
き
能
力
と
判
断
さ
れ
た
と
考
え
ら
れる。
 
文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室「平成
27年度の大学における教育内容等の改革状況について（概要）
」平成
29年
 
http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m
enu/koutou/daigaku/04052801/__icsF
iles/aﬁeldﬁle/2017/12/13/1398426_1.pdf
（
6） 
藤本元啓
 「ポートフォリオ」
 初年次教育学会
編
 『初年次教育の現状と未来』
 世界思想社
 ２０１３年
　
p.98
（
7） 
同前書
 p.99
（
8） 
中央教育審議会『学士課程教育の構築に向けて（答申）
』「用語集」２００８年
 http://w
w
w
.m
ext.go.jp/com
ponent/b_m
enu/shingi/toushin/__icsF
iles/aﬁel
dﬁle/2008/12/26/1217067_002.pdf
（
9） 『学士課程教育の構築に向けて（答申）
』
（
10） 『学士課程教育の構築に向けて（答申）
』
（
11） 
文
部
科
学
省
の
大
学
改
革
推
進
室
が
継
続
的
に
調
査
し
て
い
る「
大
学
に
お
け
る
教
育
内
容
等
の
改
革
状
況
に
つ
い
て
」（
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
大
学
振
興
課
大
学
改
革
推
進
室「
平
成
27年
度
の
大
学
に
お
け
る
教
育
内
容
等
の
改
革
状
況
に
つ
い
て（
概
要
）」
平
成
29年
http://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m
enu/koutou/daigaku/04052801/__icsF
iles/
aﬁeldﬁle/2017/12/13/1398426_1.pdf ）
で
は、
将
来
の
職
業
生
活
や
進
路
選
択
に
対
す
る
動
機
付
け・
方
向
付
け
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
み
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
は、
平
成
20
年
度
時
点
で
49.8%
だ
っ
た
も
の
が
平
成
27年
度
で
は
77.6%
へ
と
調
査
11項
目
中
2番
目
に
高
い
実
施
率
と
な
っ
て
い
る。
と
こ
ろ
が、
社
会
の
構
成
員
と
し
て
の
自
覚・
責
任
感・
倫
理
観
育
成
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
48.7%
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等、
精
神
的・
肉
体
的
健
康
の
保
持
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
38.1%
、
学
生
生
活
に
お
け
る
時
間
管
理
や
学
習
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
56.8%
と、
適
応
感
や
自
己
分
析
に
つ
な
が
る
と
も
思
わ
れ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
教
育
は
全
国
的
に
見
て
も
半
数
の
実
施
率
に
満
た
な
い
状
況
に
ある。
ただし、
メンタルヘルスや健康については、
いわゆる保健体育領域の科目として考えられて初年次教育科目としての数字に表れていないのかもしれない。
（
12） 
山
田
は、
そ
の
他
に
キ
ャ
ン
パ
ス
資
源
の
活
用
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
挙
げ
て
い
る
が、
こ
れ
に
つ
い
て
札
幌
大
学
で
は、
入
学
直
後
の
ガ
イ
ダ
ン
ス・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間
に
て
実
施
し
て
い
る。
山
田
礼
子
 「
日
本
に
お
け
る
初
年
次
教
育
の
動
向
　
―
過
去、
現
在
そ
し
て
未
来
に
向
け
」 初
年
次
教
育
学
会
編
 『
初
年
次
教
育
の
現
状
と
未
来
』 世
界
思
想
（二〇）
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社
 ２０１３年
 p.25
（
13） 
大久保智生・青柳肇
 「大学生用適応感尺度の作成の試み
　
―個人―環境の適合性の視点から」
 『パーソナリティ研究』第
12巻第
1号
 ２００３年
（
14） 
大久保ら（同前書）は、以下の
29項目を大学環境への適応感尺度として作成した。
 
第一因子：居心地の良さの感覚
 
周囲に溶け込めている
・
周りの人と楽しい時間を共有している
・
自由に話せる雰囲気である
・
周りに共感できる
・
周りの人と類似している
・
孤立している（逆
転項目）
・周りから理解されている・受け入れられていると感じる・リラックスできる・ありのままの自分を出せている
 
第二因子：被信頼・受容感
 
他
人
か
ら
頼
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る・
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る・
他
人
か
ら
関
心
を
持
た
れ
て
い
る・
一
定
の
役
割
が
あ
る・
よ
い
評
価
が
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る・
存
在
を
認
められている
 
第三因子：課題・目的の存在
 
熱中できるものがある
・
好きなことができる
・
満足している
・
退屈である（逆転項目）
・
やるべき目的がある
・
自分のペースでいられる
・
寂しさを感じる（逆
転項目）
 
第四因子：逆転項目として他者からの拒絶感や疎外感
 
そ
の
状
況
で
嫌
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
る・
無
視
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る・
疎
外
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る・
自
分
が
場
違
い
だ
と
感
じ
る・
浮
い
て
い
る・
他
人
か
ら
干
渉
さ
れ
て
い
る
よ
うに感じる。
（
15） 
磯部有希・上村佳世子
 「大学への進学動機と学校適応感との関連」
 『文京学院大学人間学部研究紀要』
V
ol.9 、
N
o.1 ２００７年
（
16） 
谷渕真也「大学生の居場所感と学校適応感の関連」
『比治山大学紀要』第
22号２０１５年
（
17） 
太
田
信
幸・
甲
村
和
三・
児
嶋
文
寿
 「
大
学
適
応
感
の
変
化
に
関
す
る
一
考
察
―
教
職
課
程
履
修
性
を
対
象
と
し
た
縦
断
調
査
よ
り
―」
 『
愛
知
工
業
大
学
研
究
報
告
』
第
43号
 
２００８年
（
18） 
高下梓
 「大学新入生の適応感の変化―
4月か
ら
7月にかけての初期適応過程―」
 『明星大学心理学年報』
N
o.29 ２０１１年
（
19） 
初
年
次
教
育
と
は、
高
等
学
校
ま
で
に
習
得
し
て
お
く
べ
き
基
礎
学
力
の
補
完
を
目
的
と
す
る
補
習
教
育
と
は
異
な
り、
新
入
生
に
最
初
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
た
も
の
で、１９７０年代にアメリカで始められ、国際的には「
F
irst Y
ear E
xperience （初年次体験）
」と呼ばれている。
 
中
央
教
育
審
議
会『
学
士
課
程
教
育
の
構
築
に
向
け
て（
答
申
）』「
用
語
集
」
２
０
０
８
年、
http://w
w
w
.m
ext.go.jp/com
ponent/b_m
enu/shingi/toushin/__icsF
iles/aﬁ
eldﬁle/2008/12/26/1217067_002.pdf
（
20） 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
D×
Pは、
２
０
１
２
年
に
近
畿
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ペ
２
０
１
２
一
般
部
門
に
て「
準
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
受
賞、
２
０
１
３
年
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
ペ
edge 2013
にて「
優秀賞」を受賞、
２０１５には、
第
5回地域再生大賞優秀賞を受賞し、
理事長の今井がコモンズ投信株式会社の第
6回
SE
E
D
C
ap
に選定、
ＣＢ
・
Ｃ
Ｓ
Ｏ
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
５
に
て「
優
秀
賞
」
を
受
賞、
２
０
１
６
に
は
第
10回
大
阪
商
工
信
金
社
会
貢
献
賞
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
部
を
受
賞
す
る
な
ど、
特
に
近
畿
圏
を
中
心
に
その活動は注目を集めている。
（二一）
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「ＮＰＯ法人
D×
P」サイト
http://w
w
w
.dream
possibility.com
/
（
21） 
D×
Pの
ビ
ジ
ョ
ン
は、
「
そ
の
若
者
が
ど
ん
な
境
遇
に
あ
っ
た
と
し
て
も、
自
分
の
未
来
に
希
望
を
持
て
る
よ
う
な
社
会
の
構
造
を
つ
く
る
こ
と。
こ
れ
は「
自
ら
這
い
上
が
っ
て
立
ち直れる」という意味でなく「周囲の人の手を借りて、
自分なりの一歩を踏み出せる」ことを意味しています。子どもも大人も、
豊かな人とのつながりを持っ
て
い
て、
生
き
て
い
く
な
か
で
嬉
し
い
こ
と
も
辛
い
こ
と
も
あ
り
な
が
ら
も「
ま
あ、
こ
れ
か
ら
も
大
丈
夫
か
も
」
と
思
え
る
よ
う
な。
そ
れ
が、
＂
自
分
の
未
来
に
希
望
を
持
て
る
＂
ということだと思っています」と説明している。
http://w
w
w
.dream
possibility.com
/
（
22） 「通信・定時制高校に通う高校生が抱える課題」
http://w
w
w
.dream
possibility.com
/problem
_of_correspondence_or_part%
E
2%
80%
90tim
e_highschool
（
23） 
大
谷
ら
に
よ
れ
ば、
キ
ャ
リ
ア
科
目
担
当
学
生
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
活
動
の
成
果
と
し
て、
履
修
者
か
ら
の
評
価
で
は、
①
教
員
と
履
修
者、
履
修
者
と
履
修
者、
履
修
者
と
授
業
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
的
役
割
を
担
い、
②
一
人
の
先
輩
学
生
と
し
て
の
モ
デ
ル
像
と
も
な
り、
③
学
習
や
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
知
的
作
業
を
促
進
し、
支
援
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
し
て
好
評
で
あったという。また、
「キャリファシ」自身の自己評価では、
「相手の立場、
状況を考えながらで接するようになった」
、「自分を見つめるきっかけになった」
、「人
と
の
協
力
体
制
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ、
自
身
の
葛
藤
体
験
と
周
り
の
フ
ォ
ロ
ー（
他
者
と
の
か
か
わ
り
）
の
な
か
で
生
ま
れ
た
新
た
な
価
値
観
に
基
づ
き、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
活
動
を
継
続
し
た
こ
と
に
よ
る
自
身
の
成
長
が
認
め
ら
れ
て
い
た。
大
谷
麻
予・
中
西
勝
彦・
松
尾
智
晶
 「
初
年
次
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
教
育
科
目『
自
己発見と大学生活』キャリア科目担当学生ファシリテータ活動について」
 『高等教育フォーラム』第
4号
 ２０１４年
（
24） 
尊
鉢
ら
に
よ
れ
ば
関
西
国
際
大
学
の
初
年
次
教
育
に
お
け
る
学
生
メ
ン
タ
ー
制
度
は、
教
員、
学
生
メ
ン
タ
ー・
経
験
者、
そ
し
て
1年
生
の
い
ず
れ
か
ら
も
支
持
さ
れ、
新
入
生
の
大
学
生
活
へ
の
適
応、
学
生
メ
ン
タ
ー
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
優
れ
た
学
生
を
誕
生
さ
せ
る
契
機
と
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る。
尊
鉢
隆
史・
吉
田
武
大
 「
初
年
次
教
育
に
お
ける 生メンター制度の意義と効果―関西国際大 の取り組みを事例として―」
 『関西国際大学研究紀要』第
14号
 ２０１３年
（
25） 
内閣府
http://w
w
w
8.cao.go.jp/youth/kenkyu/thinking/h25/pdf_index.htm
l
（
26） 
日経ＨＲ編集部編『大学
1、
2年の間にやっておきたいこと：学就ＢＯＯＫ（改訂第
3版）
』日経ＨＲ
 ２０１３年
（
27） 
社
会
人
ゲ
ス
ト
に「
大
学
生
活・
進
路
の
悩
み
」
を
聞
い
て
も
ら
い、
応
答
す
る
企
画。
そ
の
際
ゲ
ス
ト
に
は、
否
定
を
し
な
い
と
い
う
姿
勢
を
守
っ
て
も
ら
い、
①
や
っ
て
み
た
い
こ
とがなくてもよい、②自分をあきらめない、③とりあえずやってみるという
3点につながるような応答が依頼されている。
（
28） 
コ
ン
ポ
ー
ザ
ー
の
過
去
の
辛
か
っ
た
経
験・
し
ん
ど
か
っ
た
経
験
を
聞
く
企
画。
人
間
関
係
で
の
ト
ラ
ブ
ル、
家
庭
で
の
し
ん
ど
か
っ
た
こ
と
や
挫
折
経
験
な
ど
様
々
な
オ
ト
ナ
の
過
去
を
知
り、
共
感
性
を
持
っ
た
り、
自
ら
の
し
ん
ど
さ
を
披
歴
す
る
こ
と
の
怖
さ
を
軽
減
さ
せ
た
り
す
る。
コ
ン
ポ
ー
ザ
ー
に
は
あ
ら
か
じ
め
企
画
内
容
を
了
解
し
て
も
ら
い、
10分
程
度
のプレゼンテーション準備をしてきてもらう。
（
29） 
ユ
メ
ブ
レ
は「
ユ
メ
ブ
レ
ス
ト
」
の
略。
D×
Pで
は
大
き
な
目
標
か
ら
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
た
い
こ
と
も
含
め
て、
「
ユ
メ
」
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る。
自
分
の「
ユ
メ
」
を
文
字
や絵で描き、自分の言葉で表現する。
参加者全員で「夢」を共有する企画。
（二二）
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その他の参考文献・今井紀明「ひとりひとりの若者が自分の未来に希望を持てる社会へ」
『札幌大学総合研究』第
6号２０１５年
・河合塾編著
 『初年次教育でなぜ学生が成長するのか
 全国大学調査からみえてきたこと』東信堂
 ２０１０年
・寿山泰二「キャリア発達から見た初年次教育」
『京都創成大学紀要』第
9巻第
1号２００９年
・中村博「大学生のため キャリア教育の社会的意義」
『富山大学経済学論集』第
41号富山大学経済学研究会２０１７年
・平尾智隆 梅崎修・松繁寿和編著
 『教育効果の実証
 キャリア形成における有効性』
 日本評論社２０１３年
・松本浩司「初年次教育におけるキャリア教育 意義と課題」
『教養と教育』第
10号愛知教育大学２ １０年
・
皆
川
興
栄・
阿
部
一
佳・
早
川
武
彦・
長
谷
川
博
幸・
木
村
光
太
郎・
真
下
英
二「
初
年
次
教
育
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発（
第
1報
）
自
己
認
識
、
セ
ル
フ
エ
ス
テ
ィ
ー
ム、
共
感
性、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
思
考、
意
思
決
定、
効
果
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業
案
と
教
材
に
つ
い
て
」『
尚
美
学
園
大
学
総
合
研
究
紀
要
』
第
18号、
２００９年
資料・２０１５年アンケート調査結果・２０１６年アンケート調査結果「クレッシェンド実施群」・２０１６年アンケート調査結果「クレッシェンド不実施者によ 対照群」
（二三）
瀧元誠樹・尾田智彦・佐藤美希・本田優子・百井悦子・今井紀明
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Q
3.親
し
い
人
と
い
る
と
き
、
自
分
は
そ
の
場
に
い
て
も
よ
い
と
い
つ
も
感
じ
る
。
そ
う
思
う
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
う
思
う
ど
ち
ら
で
も
な
い
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
解
答
者
数
設
　
　
　
　
　
　
　
　
問
Q
1.不
安
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
最
後
に
は
「何
と
か
な
る
」と
思
え
る
。
Q
2.遅
刻
を
し
な
い
な
ど
、
時
間
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
思
わ
な
い
5
4
3
2
1
Q
15.札
幌
大
学
の
授
業
は
つ
ま
ら
な
い
。
Q
4.留
学
（短
期
・ホ
ー
ム
ス
テ
イ
含
む
）を
し
た
こ
と
が
あ
る
、
ま
た
は
、
し
た
い
。
Q
5.や
る
べ
き
目
的
が
あ
る
。
Q
6.人
間
関
係
に
悩
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
Q
7.積
極
的
に
友
人
関
係
を
広
げ
よ
う
と
し
て
き
た
、
ま
た
は
、
し
て
い
る
。
Q
8.札
幌
大
学
の
先
生
と
気
楽
に
話
が
で
き
る
。
Q
9.何
か
を
決
め
る
と
き
に
は
、
情
報
が
多
い
方
が
い
い
。
表
5．
2015年
度
　
「ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
」実
施
前
後
に
お
け
る
適
応
感
と
キ
ャ
リ
ア
意
識
形
成
に
か
か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
Q
16.目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
何
か
努
力
を
し
て
い
る
。
Q
17.何
で
も
自
分
で
決
め
ら
れ
る
。
Q
30.あ
い
さ
つ
で
き
る
。
Q
29.気
に
な
っ
た
こ
と
は
調
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
Q
28.誰
と
で
も
仲
良
く話
す
こ
と
が
で
き
る
。
Q
27.札
幌
大
学
の
学
生
で
あ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。
Q
26.今
、
熱
中
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
Q
25.物
事
を
順
序
立
て
て
考
え
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
。
Q
24.人
に
教
え
る
こ
と
が
好
き
。
Q
23.課
題
は
早
目
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
。
Q
10.あ
ま
り
他
人
の
意
見
に
左
右
さ
れ
な
い
。
Q
11.学
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
、
ま
た
は
、
し
た
い
。
Q
12.学
年
の
違
う
友
人
が
い
る
。
Q
13.将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
あ
る
。
Q
14.相
手
の
言
う
こ
と
を
正
し
く理
解
し
よ
う
と
し
て
聞
い
て
い
る
。
Q
22.世
の
中
の
出
来
事
に
関
心
が
あ
り
、
自
分
な
り
に
考
え
て
い
る
。
Q
21.人
の
話
を
聞
い
て
か
ら
自
分
の
意
見
を
言
え
る
。
Q
20.尊
敬
す
る
人
、
目
標
と
な
る
人
が
い
る
。
Q
19.イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
、
ま
た
は
、
し
た
い
。
Q
18.何
か
を
す
る
と
き
に
は
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
表
5　
2015
年
度
　「
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
」実
施
前
後
に
お
け
る
適
応
感
と
キ
ャ
リ
ア
意
識
形
成
に
か
か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（二四）
大学初年次の適応感とキャリア意識形成に関する研究
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Q
27.札
幌
大
学
の
学
生
で
あ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。
Q
28.誰
と
で
も
仲
良
く話
す
こ
と
が
で
き
る
。
Q
29.気
に
な
っ
た
こ
と
は
調
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
Q
30.あ
い
さ
つ
で
き
る
。
Q
21.人
の
話
を
聞
い
て
か
ら
自
分
の
意
見
を
言
え
る
。
Q
22.世
の
中
の
出
来
事
に
関
心
が
あ
り
、
自
分
な
り
に
考
え
て
い
る
。
Q
23.課
題
は
早
目
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
。
Q
24.人
に
教
え
る
こ
と
が
好
き
。
Q
25.物
事
を
順
序
立
て
て
考
え
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
。
Q
26.今
、
熱
中
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
Q
20.尊
敬
す
る
人
、
目
標
と
な
る
人
が
い
る
。
Q
9.何
か
を
決
め
る
と
き
に
は
、
情
報
が
多
い
方
が
い
い
。
Q
10.あ
ま
り
他
人
の
意
見
に
左
右
さ
れ
な
い
。
Q
11.学
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
、
ま
た
は
、
し
た
い
。
Q
12.学
年
の
違
う
友
人
が
い
る
。
Q
13.将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
あ
る
。
Q
14.相
手
の
言
う
こ
と
を
正
し
く理
解
し
よ
う
と
し
て
聞
い
て
い
る
。
Q
15.札
幌
大
学
の
授
業
は
つ
ま
ら
な
い
。
Q
16.目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
何
か
努
力
を
し
て
い
る
。
Q
17.何
で
も
自
分
で
決
め
ら
れ
る
。
Q
18.何
か
を
す
る
と
き
に
は
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
Q
19.イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
、
ま
た
は
、
し
た
い
。
Q
8.札
幌
大
学
の
先
生
と
気
楽
に
話
が
で
き
る
。
ど
ち
ら
で
も
な
い
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
そ
う
思
わ
な
い
解
答
者
数
Q
1.不
安
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
最
後
に
は
「何
と
か
な
る
」と
思
え
る
。
Q
2.遅
刻
を
し
な
い
な
ど
、
時
間
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
Q
3.親
し
い
人
と
い
る
と
き
、
自
分
は
そ
の
場
に
い
て
も
よ
い
と
い
つ
も
感
じ
る
。
Q
4.留
学
（短
期
・ホ
ー
ム
ス
テ
イ
含
む
）を
し
た
こ
と
が
あ
る
、
ま
た
は
、
し
た
い
。
Q
5.や
る
べ
き
目
的
が
あ
る
。
Q
6.人
間
関
係
に
悩
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
Q
7.積
極
的
に
友
人
関
係
を
広
げ
よ
う
と
し
て
き
た
、
ま
た
は
、
し
て
い
る
。
表
6．
2016年
度
　
「ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
」実
施
前
後
に
お
け
る
適
応
感
と
キ
ャ
リ
ア
意
識
形
成
に
か
か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（実
施
群
）
設
　
　
　
　
　
　
　
　
問
5
4
3
2
1
そ
う
思
う
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
う
思
う
表
6　
2016
年
度
　「
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
」
実
施
前
後
に
お
け
る
適
応
感
と
キ
ャ
リ
ア
意
識
形
成
に
か
か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
実
施
群
）
（二五）
瀧元誠樹・尾田智彦・佐藤美希・本田優子・百井悦子・今井紀明
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Q
27.札
幌
大
学
の
学
生
で
あ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。
Q
28.誰
と
で
も
仲
良
く話
す
こ
と
が
で
き
る
。
Q
29.気
に
な
っ
た
こ
と
は
調
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
Q
30.あ
い
さ
つ
で
き
る
。
Q
21.人
の
話
を
聞
い
て
か
ら
自
分
の
意
見
を
言
え
る
。
Q
22.世
の
中
の
出
来
事
に
関
心
が
あ
り
、
自
分
な
り
に
考
え
て
い
る
。
Q
23.課
題
は
早
目
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
。
Q
24.人
に
教
え
る
こ
と
が
好
き
。
Q
25.物
事
を
順
序
立
て
て
考
え
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
。
Q
26.今
、
熱
中
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
Q
20.尊
敬
す
る
人
、
目
標
と
な
る
人
が
い
る
。
Q
9.何
か
を
決
め
る
と
き
に
は
、
情
報
が
多
い
方
が
い
い
。
Q
10.あ
ま
り
他
人
の
意
見
に
左
右
さ
れ
な
い
。
Q
11.学
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
、
ま
た
は
、
し
た
い
。
Q
12.学
年
の
違
う
友
人
が
い
る
。
Q
13.将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
あ
る
。
Q
14.相
手
の
言
う
こ
と
を
正
し
く理
解
し
よ
う
と
し
て
聞
い
て
い
る
。
Q
15.札
幌
大
学
の
授
業
は
つ
ま
ら
な
い
。
Q
16.目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
何
か
努
力
を
し
て
い
る
。
Q
17.何
で
も
自
分
で
決
め
ら
れ
る
。
Q
18.何
か
を
す
る
と
き
に
は
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
Q
19.イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
、
ま
た
は
、
し
た
い
。
Q
8.札
幌
大
学
の
先
生
と
気
楽
に
話
が
で
き
る
。
ど
ち
ら
で
も
な
い
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
そ
う
思
わ
な
い
解
答
者
数
Q
1.不
安
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
最
後
に
は
「何
と
か
な
る
」と
思
え
る
。
Q
2.遅
刻
を
し
な
い
な
ど
、
時
間
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。
Q
3.親
し
い
人
と
い
る
と
き
、
自
分
は
そ
の
場
に
い
て
も
よ
い
と
い
つ
も
感
じ
る
。
Q
4.留
学
（短
期
・ホ
ー
ム
ス
テ
イ
含
む
）を
し
た
こ
と
が
あ
る
、
ま
た
は
、
し
た
い
。
Q
5.や
る
べ
き
目
的
が
あ
る
。
Q
6.人
間
関
係
に
悩
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
Q
7.積
極
的
に
友
人
関
係
を
広
げ
よ
う
と
し
て
き
た
、
ま
た
は
、
し
て
い
る
。
表
7．
2016年
度
　
「ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
」実
施
前
後
に
お
け
る
適
応
感
と
キ
ャ
リ
ア
意
識
形
成
に
か
か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（対
照
群
）
設
　
　
　
　
　
　
　
　
問
5
4
3
2
1
そ
う
思
う
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
そ
う
思
う
表
7　
2016
年
度
　「
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
」
実
施
前
後
に
お
け
る
適
応
感
と
キ
ャ
リ
ア
意
識
形
成
に
か
か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
対
照
群
）
（二六）
